表紙、裏表紙、投稿規程、奥付 by unknown
表紙、裏表紙、投稿規程、奥付
雑誌名 史泉
巻 126
発行年 2017-07-31
URL http://hdl.handle.net/10112/16356
ISSN 0386－9407
＜
論
文＞
九
世
紀
に
お
け
る
賀
茂
祭
の
実
態
│
│
『
西
宮
記
』・『
日
本
三
代
実
録
』
の
検
討
を
通
じ
て
│
│
…
…
…
…
…
…
…
…
笹
田
遥
子
（
１
）
樂
學
至
上
、
研
究
第
一
│
│
杜
聰
明
が
目
指
し
た
も
の
│
│
…
…
…
…
…
…
…
朝
治
啓
三
（
１
）
＜
学
界
動
向＞
中
国
の
宗
教
建
築
に
関
す
る
諸
研
究
の
展
開
と
今
後
の
展
望
│
│
日
中
研
究
者
に
よ
る
視
点
と
手
法
を
め
ぐ
っ
て
│
│
…
…
…
…
…
…
…
…
…
張
旭
（
２０
）
＜
書
評＞
今
西
英
雄
・
福
井
博
一
・
内
藤
重
之
・
柴
田
道
夫
・
土
井
元
章
・
宇
田
明
・
田
中
孝
幸
・
西
川
照
子
著
『
日
本
の
花
卉
園
芸
光
と
影
│
歴
史
・
文
化
・
産
業
│
シ
リ
ー
ズ
・
い
ま
日
本
の
「
農
」
を
問
う
⑪
』…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
付
雪
夢
（
３７
）
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
二
〇
一
六
年
度
史
学
・
地
理
学
関
係
優
秀
卒
業
論
文
要
旨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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の
発
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論
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目
録
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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）
会
員
の
博
士
論
文
題
目
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…
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…
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）
第
一
二
六
号
関西大学史学・地理学会
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『
史
泉
』
投
稿
規
定
一
、
種
類
と
枚
数
論
文
六
〇
枚
以
内
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
四
〇
枚
以
内
、
書
評
二
〇
枚
以
内
、
紹
介
五
枚
以
内
（
い
ず
れ
も
注
、
図
、
表
、
写
真
な
ど
を
含
め
て
四
〇
〇
字
詰
換
算
）
二
、
留
意
事
項
①
原
稿
は
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
原
稿
（
完
成
原
稿
）
で
ご
提
出
下
さ
い
。
詳
し
く
は
一
〇
六
号
の
「
電
子
媒
体
で
の
執
筆
要
項
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
⑴
印
字
原
稿
と
フ
ァ
イ
ル
を
収
め
た
記
録
媒
体
と
も
に
ご
提
出
下
さ
い
。
掲
載
の
場
合
は
い
ず
れ
も
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
印
字
原
稿
、
記
録
媒
体
内
の
フ
ァ
イ
ル
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
⑵
印
字
原
稿
○
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
無
地
紙
を
使
用
し
て
下
さ
い
。
原
稿
用
紙
に
は
印
字
し
な
い
で
下
さ
い
。
○
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
一
二
〇
〇
字
を
目
安
に
、
縦
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
縦
書
き
で
、
横
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
横
書
き
で
印
字
し
て
下
さ
い
。
ま
た
上
下
左
右
に
十
分
な
余
白
を
取
っ
て
下
さ
い
（
各
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）。
⑶
記
録
媒
体
記
録
媒
体
は
一
般
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
媒
体
を
ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
、
外
部
に
執
筆
者
氏
名
、
フ
ァ
イ
ル
名
及
び
使
用
ソ
フ
ト
名
を
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
②
や
む
を
得
ず
手
書
き
原
稿
と
な
る
場
合
は
、
四
〇
〇
字
詰
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
利
用
し
、
完
成
原
稿
で
ご
投
稿
下
さ
い
。
必
ず
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
お
手
も
と
に
お
い
て
下
さ
い
。
③
図
、
表
、
写
真
な
ど
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
折
り
込
み
は
行
い
ま
せ
ん
。
④
投
稿
の
際
に
は
、「
投
稿
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い
。
三
、
採
否
等
①
『
史
泉
』
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
の
採
否
に
つ
い
て
は
、
審
査
員
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。
審
査
員
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
ま
す
（
注：
こ
の
規
定
は
一
〇
九
号
よ
り
適
用
し
ま
す
）。
②
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
、
書
評
の
執
筆
者
に
は
抜
刷
を
三
〇
部
進
呈
し
ま
す
。
超
過
分
は
実
費
と
な
り
ま
す
。
四
、
原
稿
の
締
切
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
で
す
。
な
お
、『
史
泉
』
の
刊
行
は
年
二
回
（
七
月
末
日
、
一
月
末
日
）
で
す
。
五
、
電
子
化
・
公
開
の
許
諾
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
は
、基
本
的
に
す
べ
て
、国
立
情
報
学
研
究
所
お
よ
び
関
西
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
よ
っ
て
電
子
化
・
公
開
す
る
こ
と
を
執
筆
者
が
許
諾
し
た
も
の
と
す
る
。
六
、
原
稿
の
提
出
先
及
び
「
投
稿
申
込
書
」
請
求
先
関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
歴
史
学
・
地
理
学
系
合
同
研
究
室
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
〒
五
六
四
│
八
六
八
〇
大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
│
三
│
三
五
電
話
〇
六
│
六
三
六
八
│
〇
三
二
五
電
子
メ
ー
ルshichi @
cm
.kansai−u.ac.jp
お
知
ら
せ
と
お
願
い
一
、
第
一
二
五
号
か
ら
投
稿
規
定
を
一
部
改
定
し
、
電
子
化
・
公
開
の
許
諾
に
関
す
る
条
項
を
新
設
し
ま
し
た
。
新
し
い
投
稿
規
定
を
本
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
二
、
本
誌
の
原
稿
締
切
日
は
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
七
月
末
日
及
び
一
月
末
日
で
す
。
次
号
（
第
一
二
七
号
）
の
原
稿
締
切
日
は
二
〇
一
七
年
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
二
〇
一
八
年
一
月
末
日
と
な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
三
、
本
誌
に
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
発
表
論
文
等
を
当
会
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号
（
第
一
二
七
号
）
で
は
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
十
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
な
ど
が
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
際
に
は
、
実
際
の
掲
載
例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
書
誌
情
報
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。shichi @
cm
.kansai−
u.ac.jp
宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
四
、
今
後
会
員
の
博
士
論
文
題
目
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
以
降
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
・
博
士
論
文
題
目
・
博
士
号
取
得
機
関
・
取
得
年
月
日
をshichi @
cm
.kansai−u.ac.jp
宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
号
編
集
委
員
（
※
編
集
責
任
者
）
大
谷
渡
新
谷
英
治
嶋
中
博
章
※
伊
東
理
橘
悠
太
伊
藤
瞳
高
岡
佐
登
美
齋
藤
鮎
子
編
集
後
記
『
史
泉
』
一
二
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
史
学
・
地
理
学
の
両
分
野
か
ら
、
論
文
二
編
、
書
評
一
編
、
学
界
動
向
一
編
の
計
四
編
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
二
〇
一
六
年
度
優
秀
卒
業
論
文
要
旨
、
二
〇
一
六
年
度
博
士
論
文
題
目
、
会
員
の
発
表
論
文
目
録
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。
会
員
数
の
減
少
、
そ
れ
に
と
も
な
う
会
費
収
入
の
減
少
、
電
子
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
困
難
な
要
因
の
解
消
な
ど
、『
史
泉
』
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
諸
問
題
の
解
決
に
努
め
、
更
な
る
『
史
泉
』
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
『
史
泉
』
編
集
部
で
は
、
皆
様
の
研
究
成
果
の
ご
寄
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
齋
藤
）
史
泉
第
一
二
六
号
二
〇
一
七
年
七
月
三
十
一
日
発
行
〒
５６４―
８６８０
大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
│
三
│
三
五
関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
歴
史
学
・
地
理
学
系
合
同
研
究
室
編
集
兼
発
行
者
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
振
替
〇
〇
九
七
〇
│
七
│
二
六
〇
一
六
電
話
（
〇
六
）
六
三
六
八
│
〇
三
二
五
〒
６１５―
００５２
京
都
市
右
京
区
西
院
清
水
町
一
三
印
刷
者
協
和
印
刷
株
式
会
社
電
話
（
〇
七
五
）
三
一
二
│
四
〇
一
〇
